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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】リード線の先端部分が配線基板に対して略垂直
に接続固着された構造において、信号ケーブルが後方か
ら強く引っ張られた時でも、リード線と配線基板との接
続部が容易に破断しない耐久性の優れた電子内視鏡の先
端部を提供すること。
【解決手段】信号ケーブル５０の先端から延出するリー
ド線５１の先端部分５１ａが固体撮像素子３の配線基板
６に対して後方から略垂直に接続固着された電子内視鏡
の先端部において、リード線５１の先端部分５１ａをＬ
字状に曲げてその最先端面部分を配線基板６の接続端子
に接続固着し、又は、リード線５１の先端部分５１ａを
逆テーパ状に広げてその先端面を配線基板６の接続端子
に接続固着し、或いは、リード線５１の先端部分５１ａ
に金属製パイプ５２を被嵌してリード線５１の先端面と
金属製パイプ５２の先端面とを一緒に配線基板６の接続
端子に接続固着し、そのような接続固着部を囲む状態に
接着剤１００を充填した。



(2) 特開２００３－１５９２１６

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の
後面側に配線基板が配置され、上記挿入部内に挿通配置
された信号ケーブルの先端から延出するリード線の先端
部分が上記配線基板に対して後方から略垂直に接続固着
されて、上記配線基板と上記信号ケーブルの先端との間
の空間において上記リード線を囲むように接着剤が充填
された電子内視鏡の先端部において、
上記リード線の先端部分をＬ字状に曲げてその最先端面
部分を上記配線基板の接続端子に接続固着し、その接続
固着部を囲む状態に上記接着剤を充填したことを特徴と
する電子内視鏡の先端部。
【請求項２】挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の
後面側に配線基板が配置され、上記挿入部内に挿通配置
された信号ケーブルの先端から延出するリード線の先端
部分が上記配線基板に対して後方から略垂直に接続固着
されて、上記配線基板と上記信号ケーブルの先端との間
の空間において上記リード線を囲むように接着剤が充填
された電子内視鏡の先端部において、
上記リード線の先端部分を逆テーパ状に広げてその先端
面を上記配線基板の接続端子に接続固着し、その接続固
着部を囲む状態に上記接着剤を充填したことを特徴とす
る電子内視鏡の先端部。
【請求項３】挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の
後面側に配線基板が配置され、上記挿入部内に挿通配置
された信号ケーブルの先端から延出するリード線の先端
部分が上記配線基板に対して後方から略垂直に接続固着
されて、上記配線基板と上記信号ケーブルの先端との間
の空間において上記リード線を囲むように接着剤が充填
された電子内視鏡の先端部において、
上記リード線の先端部分に金属製パイプを被嵌して上記
リード線の先端面と上記金属製パイプの先端面とを一緒
に上記配線基板の接続端子に接続固着し、その接続固着
部を囲む状態に上記接着剤を充填したことを特徴とする
電子内視鏡の先端部。
【請求項４】上記接着剤が上記信号ケーブルの外皮チュ
ーブの外面に対して接合されている請求項１、２又は３
記載の電子内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は電子内視鏡の先端
部に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡においては、一般に、挿入部
の先端に内蔵された固体撮像素子の後面側に配線基板が
配置され、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先
端から延出する複数のリード線の先端が、半田付け等に
よって配線基板に後方から接続固着されている。
【０００３】ただし、単純に上述のような構成をとった
だけでは、挿入部の屈曲動作等によって信号ケーブルが
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引っ張られた時に半田接続部が破断してしまうことがあ
るので、配線基板と信号ケーブルの先端との間の空間に
接着剤を充填して、リード線延出部分を配線基板と一体
的に固めてある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、リード線の先
端部分が配線基板に対して略垂直に接続固着されている
場合には、上述のように配線基板と信号ケーブルの先端
との間の空間に接着剤を充填して補強しても、信号ケー
ブルが強く引っ張られると各リード線に強い張力が作用
して、依然として半田接続部が破断するおそれがある。
【０００５】そこで本発明は、リード線の先端部分が配
線基板に対して略垂直に接続固着された構造において、
信号ケーブルが後方から強く引っ張られた時でも、リー
ド線と配線基板との接続部が容易に破断しない耐久性の
優れた電子内視鏡の先端部を提供することを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端に内
蔵された固体撮像素子の後面側に配線基板が配置され、
挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から延出
するリード線の先端部分が配線基板に対して後方から略
垂直に接続固着されて、配線基板と信号ケーブルの先端
との間の空間においてリード線を囲むように接着剤が充
填された電子内視鏡の先端部において、リード線の先端
部分をＬ字状に曲げてその最先端面部分を配線基板の接
続端子に接続固着し、又は、リード線の先端部分を逆テ
ーパ状に広げてその先端面を配線基板の接続端子に接続
固着し、或いは、リード線の先端部分に金属製パイプを
被嵌してリード線の先端面と金属製パイプの先端面とを
一緒に配線基板の接続端子に接続固着し、そのような接
続固着部を囲む状態に接着剤を充填したものである。
【０００７】なお、接着剤を信号ケーブルの外皮チュー
ブの外面に対して接合することにより、耐久性がより高
まる。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は本発明の第１の実施例の電子内視鏡の
挿入部の先端部分を示しており、遠隔操作によって屈曲
自在に形成された湾曲部１０が、可撓管状の挿入部の先
端に設けられている。
【０００９】湾曲部１０は、複数（例えば５～２５個程
度）の節輪１１をリベット１２で回動自在に連結して、
弾力性のあるゴムチューブ製の外皮１３で外装して構成
されている。
【００１０】図示されていない操作部から牽引操作され
る複数本（例えば４本）の操作ワイヤ１４が、各節輪１
１から内方に突設されたワイヤガイド１５に緩く挿通配
置されており、操作ワイヤ１４の先端は、最先端のワイ
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ヤガイド１５に係止されている。その結果、湾曲部１０
は牽引された操作ワイヤ１４の位置する方向に屈曲す
る。
【００１１】最先端の節輪１１に連結された先端部本体
１には対物光学系２が内蔵されており、その対物光学系
２による被写体の投影位置に固体撮像素子３の撮像面が
配置され、内視鏡観察像を撮像するようになっている。
【００１２】固体撮像素子３は、先端部本体１に軸線と
平行の向きに形成された孔内に嵌挿固定された保持筒４
内に、軸線に対して垂直の向きに固定されている。保持
筒４の内外両面には絶縁テープ５が巻かれ、固体撮像素
子３のすぐ後方には配線基板６が固体撮像素子３と略平
行に（したがって、先端部本体１の軸線に対して略垂直
の向きに）固定的に配置されている。
【００１３】挿入部内には、固体撮像素子３の駆動信号
や撮像信号等を伝送するための信号ケーブル５０が全長
にわたって挿通配置されており、信号ケーブル５０の端
部はその絶縁性外皮５４の外側から緊縛糸５９によって
緊縛されている。
【００１４】先端部本体１の軸線に対して略平行の向き
に信号ケーブル５０の先端から前方に延出する複数のリ
ード線５１は、各々の先端無被覆部分５１ａが略直角に
Ｌ字状に曲げられてその状態に予め半田で固められ、そ
の最先端面が配線基板６の接続端子に対して後方から突
き当てられて、半田付け等により接続固着されている。
【００１５】そして、配線基板６と信号ケーブル５０の
先端との間には、例えばエポキシ系等の接着剤１００が
保持筒４内の空間を埋める状態に充填され、その後端部
分では接着剤１００が信号ケーブル５０の絶縁性外皮５
４の外面に接合されている。また、配線基板６とその前
面側の固体撮像素子３との間の空間にも接着剤１００が
充填されている。
【００１６】その結果、Ｌ字状に曲げられたリード線５
１の先端無被覆部分５１ａの配線基板６に対する接続固
着部分は、その充填接着剤１００によりすっぽりと囲ま
れて、保持筒４、配線基板６及び信号ケーブル５０の絶
縁性外皮５４等と共に一体的に固められている。
【００１７】このような構成により、配線基板６に対す
るリード線５１の接続固着部分が優れた耐張力を有して
おり、信号ケーブル５０が後方から強く引っ張られてそ
の張力がリード線５１に作用しても、配線基板６に対す
るリード線５１の接続固着部分が容易に破断しない。
【００１８】図２は本発明の第２の実施例の電子内視鏡
の先端部を示しており、リード線５１の先端無被覆部分
５１ａを逆テーパ状に広げてその状態に予め半田で固 *
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*め、その形状を保って、リード線５１の先端面を配線基
板６の接続端子に半田付け等により後方から接続固着し
たものである。その他の構成は上記の第１の実施例と同
じであり、第１の実施例と同様の耐久性を得ることがで
きる。
【００１９】図３は本発明の第３の実施例の電子内視鏡
の先端部を示しており、リード線５１の先端無被覆部分
５１ａに例えば真鍮のような半田接合性のよい金属材料
からなるパイプ５２を被嵌して、リード線５１の先端無
被覆部分５１ａの先端面と金属製パイプ５２の先端面と
を一緒に配線基板６の接続端子に半田付け等により接続
固着したものである。その他の構成は上記の第１の実施
例と同じであり、第１の実施例と同様の耐久性を得るこ
とができる。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、リード線の先端部分を
Ｌ字状に曲げてその最先端に位置する部分を配線基板の
接続端子に接続固着し、又はリード線の先端部分を逆テ
ーパ状に広げてその先端面を配線基板の接続端子に接続
固着し、或いはリード線の先端部分に金属製パイプを被
嵌してリード線の先端面と金属製パイプの先端面とを一
緒に配線基板の接続端子に接続固着して、そのような接
続固着部を囲む状態に接着剤を充填したことにより、配
線基板に対するリード線の接続固着部分が優れた耐張力
を有するので、信号ケーブルが後方から強く引っ張られ
た時でもリード線と配線基板との接続部が破断するおそ
れが著しく減少して、優れた耐久性を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の挿入部の
先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第２の実施例の電子内視鏡の挿入部の
先端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の第３の実施例の電子内視鏡の挿入部の
先端部分の側面断面図である。
【符号の説明】
３  固体撮像素子
４  保持筒
６  配線基板
５０  信号ケーブル
５１  リード線
５１ａ  先端無被覆部分
５２  金属製パイプ
５４  絶縁性外皮
１００  接着剤
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